
 

 

 

「双葉フェスティバル」での成長とは 

校 長 安土 憲彦 

 １０月２日に本校体育館で双葉フェスティバルが開催されました。今年は例

年行っている学習発表会に加え、本校が今まで取り組んできた「探究学習」の

研究発表会を兼ねていました。1 学期から準備を進め、2 学期からは発表台本づ

くりや役割分担などを決め、直前には体育館で本番さなが

らのリハーサルを繰り返し、当日を迎えました。  

 人前で発表をするというのはとても緊張するものです。

しかし、その緊張感が子どもの成長を促します。声が小さくうろ覚えだったセリ

フが、練習を重ねていくうちに大きな声になり、豊かな感情がそのセリフに入っ

ていく。指導している先生方は、創意工夫しながら子どもを励まし、時には厳しい指摘を繰り返しなが

ら子どもたちの成長を見守っていました。もちろん保護者のみなさまの温かいサポートとてもありがた

いものでした。練習当初はなかなかセリフが覚えられなかった子どもが、週明けの練習ではすらすらと

表現している姿を見ると、「この子は休日にお家の方を前に練習を繰りかえし

てきたのだな」と感動を覚えることも多々ありました。 

 学校には運動会や発表会などさまざまな行事があります。そこには普段の学

習では見られない子どもの顔があり、成長の証が感じられます。個々の成長は

もちろんのこと、みんなでつくり上げる楽しさや難しさ、励ましあったり助け

合ったり、そういった協働的な活動が子どもの将来につながると信じています。 

 ここにあげている写真は、本番までのリハーサルのものです。（残念ながら保護者のみなさんは本番

の姿しか見られていないと思いますので）、ほんの一部ですが紹介しました。子どもたちは本番まで多

くの時間と精力を費やしました。本番の姿は、ご覧になった通りです。いい笑顔で、よく通る大きな声

で、感情豊かに発表を行いました。そこにいたるまでの練習こそが子どもの成長を支えているのでしょ

う。 

 

 

 

 

 

シカゴ双葉会日本語学校全日校（シカゴ日本人学校）学校だより 令和 8(2026)年１１月２日 

学校教育目標 「世界一の日本人学校めざして」 

愉しく仲よく元気よく 



                

１０月、１１月は、現地校交流やハロウィンイベントなどアメリカの文化や英語にふれる機会が多い

時期です。このような経験が、新たな発見や学びにつながることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

異文化にふれ、広がる世界 

＝１１月の主な行事予定＝             

５日（木）中学部木管楽器教室 

６日（金）中学部３年生定期テスト 

９日（月）～１９日（金）スケート教室 

→詳しくは学級、学年のお知らせをご覧ください 

１７日（火）厳冬期避難訓練 

２０日（金）小学部３、４年生シカゴシンフォニー鑑賞会 

２３日（月）中学部１、２年生定期テスト 

中学部３年生個人探究発表会（予定） 

 

＝お知らせ＝ 

１０月２７日（火）の Classroom でお

知らせしましたように、１１月３日

（火）は選挙日ですが、通常どおりの登

校となります。当日は選挙会場として使

用されるため、南側玄関を利用すること

ができません。そのため、バス乗降車、

車での送迎は南側玄関ではなく、東側ロ

ータリーとなります。よろしくお願いし

ます。 

よろしくお願いいたします。 

 

 今日は現地校交流でした。言葉が通じなくてもジェスチャーや目ぢから的

なもので分かり合えるのはすごいなと思いました。わたしが「友だちになろ

うよ。」と言ったら「もう友だちだよ。」と言ってくれてとても嬉しかった

です。ささいな会話でも英語で話せて通じたことが、わたしにとって大切

で、嬉しいことなんだと思いました。今日はとても嬉しかったです。 

６年生 Windsor 校との交流 

 現地校交流でアメリカの人と会話して、今まであまりえい語が話せなかっ

たけれど、意味が分かってよかったです。ランチの時は、人が多くてびっく

りしました。いろいろな人がいろいろなものを食べていて、ランチの食べ物

のことが知れました。二回めも同じ子とペアになって交流して、今よりもえ

い語が話せるようにしたいです。はじめて現地校交流をして、思っていたよ

り楽しかったので、何回も交流したいです。  ３年生 Trrip 校との交流 

 くろうしたところは、かぼちゃの中をくりぬくところです。たのしかった

のはないふでぎこぎこくりぬくことです。らんたんをおいてひからせるのが

たのしみでやってみたら、ひかりかたがおもしろかったです。おうちにかえ

ってひからせるのがたのしみです。 

２年生 ジャック・オー・ランタンづくり 

 大学生との交流を通して、職業観や社会制度に対する考えを聞き、自分にはな

かった新たな視点を得ることができました。この経験で異なる文化や価値観への

理解を深める国際理解教育の重要性を改めて感じました。わたしはこれまで、国

際理解教育はグローバル社会に対応するための実践力を養う教育だと考えていま

した。しかし今回の交流で、自分とは異なる考え方に触れ、新たな学びを得る充

実感を覚えました。そのため、単に必要な知識や能力を身に付けるだけでなく、

自分自身が関心をもって取り組める分野として捉えるようになりました。また、

社会学についての話を聞き、日本国内だけでなく、世界に目を向けることの大切

さを実感しました。将来は今回の気づきを生かし、広い視野で物事を考える職業

に就きたいと考えています。         中学部３年生 上級学校訪問 


